
 

 

  

 

場所 日にち 時間 

島コミュニティセンター 

２月４日(水) 

10:30～11:00 

老蘇コミュニティセンター 11:30～12:00 

フレンドマート安土店 1３:30～1４:00 

サン・ビレッジ近江八幡 14:30～15:00 

フレンドマート八幡鷹飼店 15:30～16:00 

武佐コミュニティセンター 

２月５日(木) 

9:30～10:00 

馬淵コミュニティセンター 10:30～11:00 

北里コミュニティセンター 11:40～12:10 

金田コミュニティセンター 

２月６日(金) 

9:30～10:00 

桐原コミュニティセンター 10:30～11:00 

岡山コミュニティセンター 11:30～12:00 

 

１６６号 【令和８年２月】 

〔近江八幡図書館〕 

〈電話〉0748-32-4090 〈FAX〉0748-32-4099 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

 

〔安土図書館〕 

〈電話〉0748-46-6479 〈FAX〉0748-46-6591 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

ホームページも 

ご利用ください！ 

□…近江八幡館休館 ○…安土館休館 ■…両館休館 

 今月の展示 

 豆まきをして福を招き入れるこの季節、福が来るよう願いを込めて、笑え

る小説やエッセイ、芸能などの本を集めました。 

【福はうち ～笑って過ごそう～】 

 図書館に動物園！？野生の動物たちに向き合う人たちのエッセイから、

癒し系の動物写真集まで、いろいろ取り揃えました。 

【動物万歳！】 

《移動図書館巡回日》 

※安土図書館は蔵書点検のため、２月１７日(火)～２２日(日)は休館させて
いただきます。 
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歴史講演会「豊臣秀次と八幡山城」 講師：中井均氏 
日時：２月２２日（日）午後２時～  場所：近江八幡図書館 
受付開始：２月７日（土） 



図書館の本棚より 

著者は大学３年の冬に訪れた軽井沢の森で、鳥たちが、群 

れを作る仲間の鳴き声で「集る」、「天敵から身を隠す」と 

いった動きをすることに気付きます。その様子を見て、鳥たち 

の鳴き声にはいろいろな意味があるのかもしれないと思い、それをきっか

けに、鳥語研究にのめり込んでいきます。 

人里離れた森の中での観察期間中に食べる物がなくなってしまい、体重

が８キロも落ちても観察を続け、完全なデータを得るために、森に棲む鳥

をほぼすべて捕獲して足環を付ける。そんな研究の様子が、ユーモアを交

えた文章で分かりやすく綴られます。何より、著者の「研究が楽しくて仕

方がない」という思いが溢れていて、読む側も楽しく読み進められ、楽し

い中にも新しい学びや気づきが得られるエッセイです。（荒川） 

 

 

 

タイトル 著者 出版社 

その仕事、ＡＩには無理です。 高木 裕仁 
日経ＢＰ日本

経済新聞出版 

読まない人に、本を売れ。 永松 茂久 ライツ社 

シリアの家族 小松 由佳 集英社 

新・解きたくなる数学 佐藤 雅彦［他］ 岩波書店 

フェイクに惑わされないため

の情報を見抜く技術 
瀬戸口 誠 ナツメ社 

交通トラブル六法 藤吉 修崇 KADOKAWA 

水木しげると京極夏彦 朝里 樹 中央公論新社 

分裂蜂起 佐々木 譲 集英社 

言霊の舟 
白川 静 

石牟礼 道子 
藤原書店 

じゃあ、これは殺人ってことで 東川 篤哉 光文社 

晴れの日の木馬たち 原田 マハ 新潮社 

蜂蜜パイ 村上 春樹 新潮社 

雀ちょっちょ 村木 嵐 文藝春秋 

しっぽのカルテ 村山 由佳 集英社 

かえる生活 群 ようこ 朝日新聞出版 

シェアハウス「かがやき荘」で暮らしている、自由奔放な 

女性３人組は家賃を滞納していました。ある日、そのシェアハウ 

スの家主である、財閥の会長の家で事件が起こります。そこで、会長は家

賃が支払えない３人に滞納分の家賃を免除する代わりに事件を解決するよ

うに命じたのです。 

個性的で我が道を突き進む３人組は的外れな推理をしながらも最終的に

は真相を突き止めます。シェアハウスを追い出されないために事件を解決

して見せる３人組の、コメディ要素がたっぷりの推理小説です。（草野） 

 

『かがやき荘アラサー探偵局』 

東川 篤哉/著（新潮社） 

新しく入った本 

新しく入った本の中から、一部を紹介します。 

貸出中の本は、予約していただけます。図書館のカウンター、館内検索機、

電話、FAX、ホームページでお申込みください。 

 

『僕には鳥の言葉がわかる』 
鈴木 俊貴／著（小学館） 


